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1 はじめに 

  

 近年，地震，火山噴火，集中豪雨，台風被害など多

くの自然災害発生に伴い，被災者を対象にした消防，

警察，自衛隊，災害時医療，その他自治体職員，ボラ

ンティアまで様々な支援が行われている。その中で被

災者や支援者のメンタルヘルス対策が喫緊の課題とな

っている 1～4)。なかでも消防士や救急隊員など消防署

の職員は日頃より災害出動などストレスの大きい職場

であり 5)，メンタルヘルス面の問題などが指摘されて

いる 6)。最近では，惨事ストレス対策などが行われる

ようになってきた 7)。惨事ストレスとは，災害や事故

などの悲惨な状況において活動したり，状況を目撃し

た人が，活動・目撃中やその後におこす外傷性のスト

レス反応である 8)。日本においては，消防組織，警察

官，陸上自衛隊，海上保安庁などで，災害出動後の災

害救援者の急性ストレス症状の低減が課題となってい

る 9)。日本における本格的な惨事ストレス研究は，1995

年らの阪神・淡路大震災における消防職員の外傷性ス

トレス反応の報告から始まった 10)。その後様々な災害

に伴う災害対応と支援者のストレス研究の報告があり
11)，2011 年の東日本大震災でもメンタルヘルス面や惨

事ストレス対策などが注目を集めた 12)。惨事ストレス

対策として，現職の消防職員を対象とした対策講座 13)

や消防学校でのメンタルヘルス教育などが行われてい

る 14)。さらに消防職員にとっては，惨事ストレスのみ

ならず，日常の仕事上のストレスやプライベートな出

来事の影響など，多くのストレスにさらされている
15,16)。最近になって，消防職員を対象としたメンタル

ヘルス面の研修や，現職教育としてストレス対策講座
17)などが行われているが，その場限りの単発のもの，

あるいは短時間のものが多く，メンタルヘルスについ

ての基礎から応用まで，連続で行われているものは少

ない 18)。また講師も大学教員や精神科医師，臨床心理

士など専門家が望ましいが，地域によっては人材不足

であり，そのこともメンタルヘルス対策講座が開かれ

消防職員のためのメンタルヘルス対策講座の実践報告 
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要旨 

 

 近年，地震，火山噴火，集中豪雨，台風被害など多くの自然災害発生に伴い，災害時医療，消防職員，警察官，

自衛隊，自治体職員，ボランティアなど様々な支援が行われている。その中で被災者や支援者のメンタルヘルス

対策が重要な課題となっている。なかでも消防士や救急隊員など消防職員は日頃より災害出動などストレスの大

きい職場であり，メンタルヘルス面への影響も大きく，惨事ストレス対策などが行われるようになってきた。今

回，地方都市の消防署における職員のメンタルヘルスについて紹介すると共に，職員を対象に，３回連続のメン

タルヘルス対策講座を行ったのでその経験を報告する。 

 消防職員を対象としたメンタルヘルス対策講座は，2021年 2 月から 3 月にかけて合計 3 回開催された。新型コ

ロナ感染症(COVID-19)対策として対面の会場は机や席を離して着席し，その他は消防分署毎に会場を設け，同時

中継として実施した。受講者数は第 1 回講座が 135 人，第 2 回講座が 115 人，第 3 回講座が 113 人であった。 

研修内容としては，まず「第１回講座：メンタルヘルス入門」ではメンタルヘルスの基本とストレス理論など

について解説した。「第２回講座：災害とメンタルヘルス」では惨事ストレス対策，ＰＦＡ研修会などを紹介した。

「第３回講座：自殺予防」では，自殺の現状と予防対策，ゲートキーパーなどについて解説した。受講後のアン

ケートでは，全体的に理解できた人，講座が役立つと考えた人は共に 9 割以上であった。今回の講座は十分な教

育的効果があり，実際に行動変容を促すものであったと考えられた。一方，同時中継の会場からは声が聞き取り

にくい，スライド画面が見にくい，臨場感が乏しい，などの指摘があった。 

 今後は，さらに消防職員のメンタルヘルス向上を目指し，単なる知識の伝授にとどまらず，ロールプレイやシ

ミュレーションを用いたカリキュラムを作成し，それを基にした実践的な研修を継続的に行い，消防職員のメン

タルヘルス対策に貢献したいと考えている。新型コロナウイルス感染症の動向にもよるが，できるだけ対面式の

講座とし，オンライン研修にも高度に対応しつつ，交代世勤務の職員にも参加しやすい形で講座を開催していき

たい。 

 

キーワード: 消防職員，メンタルヘルス対策講座，惨事ストレス，精神保健 

 
教育実践報告 



274 
 

ることが少ない理由ともなっている 19)。 

 本報告では，地方都市の消防署における職員のメン

タルヘルスについて紹介すると共に，職員を対象に，

連続のメンタルヘルス対策講座を行ったのでその実践

を報告する。 

 

Ⅱ 方法 
 

 開催した講座の概要については，下記の通りである。 

講 座 名：消防職員のためのメンタルヘルス対策講座 

開催日時：2021 年 2 月 17 日，24 日，3 月 10 日 

開催会場：Ａ地区広域消防本部 大会議室，同時中継

で 5 か所の消防分署にもサテライト会場を置いた。 

対 象 者：Ａ地区広域消防本部に所属する職員（全職

員 260 名，平均年齢 37.6 歳） 

参加募集方法：全職員に連絡網し参加を促した 

主   催：Ａ地区広域消防本部，Ａ市市役所保健師 

研修会の目的：精神的健康，惨事ストレス，ストレス

対策などメンタルヘルスの基本を身に着け，職場スト

レスに対応できるようになる 

研修内容： 

第１回講座「メンタルヘルス入門」：ストレス理論，ス

トレスチェック制度など 

第２回講座「災害とメンタルヘルス」：消防職の惨事ス

トレス，ＰＦＡ講座など 

第３回講座「自殺予防」：自殺の現状と予防対策，ゲー

トキーパー養成講座など 

講  師：B 大学教育学部教授（精神科医・産業医） 

 

倫理的配慮 

 アンケート調査の回答はすべて無記名とし、調査の

趣旨および回答しなくても回答者が不利益を被らない

こと、調査結果はすべて統計的に処理し、本研究の目

的以外には使用しないことを説明し、回答提出により

了承を得たものとした。 

 

 

Ⅲ 結果 
 

 研修会は第１回講座：メンタルヘルス入門が 2021

年 2 月 17 日に，第２回講座：災害とメンタルヘルスが

2021 年 2 月 24 日に，第３回講座：自殺予防が 2021 年

3 月 10 日にそれぞれ開催された。いずれも朝 9 時から

10 時半までの時刻で 90 分間行われた。研修内容とし

てはとしては，講義，スライド上映，実習などを交え

て約 90 分間かけて行われた。研修参加者数は，第１回

講座では 135 人，第２回講座では 115 人，第３回講座

では 113 人であった（表１）。 

 

 

     表１ 講座参加者の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下，研修会の内容について報告する。研修内容と

してはまず，「第１回講座：メンタルヘルス入門」では，

健康や精神的健康の定義，メンタルヘルス不調（精神

疾患）の紹介，ストレス理論，職場ストレスと「４つ

のケア」ストレス理論，ストレスチェック制度につい

て解説した。一部呼吸法などセルフケアの方法につい

て実習を行った（図１）。 

「第２回講座：災害とメンタルヘルス」では，消防

職の惨事ストレス，惨事ストレスの事例，惨事ストレ

ス体験後の典型的な反応，惨事ストレスへの対策など

を紹介した。また災害やテロリズムなどの悲惨な出来

事が発生したときの被災者に対する心理的支援として，

2011 年に世界保健機関（WHO）により提供された PFA 

(Psychological First Aid：心理的応急処置）を紹介

し，一部「良い対応例」や「悪い対応例」の動画など

を視聴した（図２）。 

「第３回講座：自殺予防」では，わが国の自殺の現

状を概観し，自殺予防の取り組みを紹介した。また「悩

んでいる人に気づき，声をかけ，話を聞いて，必要な

支援につなげ見守る人：ゲートキーパー」の養成講座

などについても解説した。また若年者向けゲートキー

パー紹介動画を視聴した（図３）。以上，主な講義・

実習内容を紹介した。 

 

 

 

   表２ 第１回～３回講座のアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加人数

第1回講座 135

第2回講座 115

第3回講座 113

第１回講座アンケート提出数（124人） 人数 ％

①よく理解できた 47 37.9

②いくらか理解できた 75 60.5

③理解できなかった 2 1.6

①大いに役立つ 44 35.5

②いくらか役立つ 78 62.9

③役立たない 4 3.2

第２回講座アンケート提出数（102人） 人数 ％

①よく理解できた 30 29.4

②いくらか理解できた 68 66.7

③理解できなかった 4 3.9

①大いに役立つ 31 30.4

②いくらか役立つ 67 65.7

③役立たない 4 3.9

第３回講座アンケート提出数(98人) 人数 ％

①よく理解できた 56 57.1

②いくらか理解できた 38 38.8

③理解できなかった 4 4.1

①大いに役立つ 40 40.8

②いくらか役立つ 52 53.1

③役立たない 6 6.1

１．研修会の内容
は理解できたか？

２．「心の健康を保
つため」に役立ち
そうか？

１．研修会の内容
は理解できたか？

２．「心の健康を保
つため」に役立ち
そうか？

１．研修会の内容
は理解できたか？

２．「心の健康を保
つため」に役立ち
そうか？
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図１ 第１回講座の講義内容の一部 
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図２ 第２回講座の講義内容の一部 



277 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図３ 第３回講座の講義内容の一部 20) 
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第1回講座：メンタルヘルス入門

・職場の環境改善が最大のストレスケアであることから、ハラスメント防止、不祥事防止とリンクしたソフト面の改善、
向上に取り組む

・「休み方を教えてもらっていない」にはっとしました。確かにそうです。次回も楽しみです。

・機会があればもう少し細かい講義、研修を受講してみたい。

・家族・同僚のサポートが重要であること。お互いに尊重し合える関係づくりを意識していきたい。

・仕事上ストレスは付きものなので、付き合い方や対称などを知りたい。ある程度のストレスも必要だと思う。

・メンタルヘルス、心と体のつながりは大変よくわかった。現実的に職場内のストレスを軽減、なくすことは難しいと感
じます。

・病気になる前の人には非常に役に立つ研修と思いますが、病気になってしまった家族がいる私には複雑な思いと
なる研修でした。

・リモート研修の場合、文字が見にくいため、スライドの資料は全てプリントアウト(配布）する法が良い。

・音声が少し聴き辛かったです。リモートの場合、演者が画面に映っていないと臨場感がありません。

・１時間位での研修はできないでしょうか？夜勤明けや週休の講義では集中力が１時間位と思います。

第2回講座：災害とメンタルヘルス

・なんでも相談できる職場環境を保ちたいと思います。信頼関係！！良好なコミュニケーション！！

・自分自身のケアと周りの人へのケアの重要性が大事ということを改めて認識しました。

・知らずしらずのうち惨事ストレスを受けている場合があると知った。

・全体の研修として行うことで個人の悩みが解決することはない。

・立場的に、今後職員の様子をこれまで以上に監察し、支援できる時は本研修内容で得た知識を活用していきたい
と思う。

・大規模災害が発生した時だけでなく、普段の災害事案のコミュニケーションにも活用できる内容でした。

・惨事ストレスについて理解できていないことがありましたが、わかりやすい説明で理解することができました。

・実際にPTSDになった職員の体験談、映像等を知りたい。うつ等であったらどうしたら治ったか。どうゆう事をしたか
等の

・リモート時に動画資料がうまく見えないので、見えるようにしていただけるとありがたいです。

・研修中、出動があったので最初の20分程しか聞くことができませんでした。

・リモートでは、講師を映さなくてスライド（動画もあるため）のみでいいと思いますが…

第3回講座：自殺予防

・自殺を抑制させるのは難しいと感じるが、ストレスを軽減＆緩和させることはできると思うので、できることは実践し
たいと思った。

・３回の研修ありがとうございました。全てにおいて、ストレスと向き合うこと、同僚を思いやり、気付くことが大切なん
だと勉強になりました。今度は年代別、階級別などで研修をしていただき、より具体的なお話しを聞きたいです。

・自分は自殺を予防するのは難しいと考える方でした。先生の話の中では、いくつかの事が繋がって自殺に行きつき
てしまう旨の話がありました。ケアの方法や世界的な統計など講演会を聞くことで「自分でもできるかな？」と思うこと
ができました。救急があり、途中退室していまいまいたが　最後まで聞きたかったです。本日は貴重な話をありがとう
ございました。

・消防職員研修として継続していきたい。よろしくお願いします。

・３回の研修を全て聴くことができなかったので残念。とても興味深くためになる内容でした。今回だけでなくメンタル
ヘルスの研修など　これからも受講していけたらと考えます。

・「自殺に対して我々は決して無力ではない！」…私も同感です。今後は間違ってもいいので、気付いたら積極的に
声を掛けます。

・リモート時に動画資料がうまく見えないので、見えるようにしていただけるとありがたいです。

・直接聞くのであれば理解できるかもしれないが、リモートでは内容が頭に入ってこなかった。

研修内容に
ついての意
見

研修内容以
外の意見

研修内容に
ついての意
見

研修内容以
外の意見

研修内容に
ついての意
見

研修内容以
外の意見

表３ 第１～３回講座終了後アンケートの自由記述まとめ 
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 研修会後のアンケートでは，第１回講座終了後では，

「研修会の内容は」よく理解できた（47 人，37.9％)，

いくらか理解できた（75 人，60.5％），理解できなか

った（2 人，1.6％）であり，「心の健康を保つために

は」大いに役立つ（44 人，35.5％），いくらか役立つ

（78 人，62.9％），役立たない（4 人，3.2％）であっ

た。第２回講座終了後では，「研修会の内容は」よく理

解できた（30 人，29.4％)，いくらか理解できた（68

人，66.7％），③理解できなかった（4 人，3.9％）で

あり，「心の健康を保つためには」大いに役立つ（31

人，30.4％），いくらか役立つ（67 人，65.7％），役立

たない（4 人，3.9％）であった。第３回講座終了後で

は，「研修会の内容は」よく理解できた（56 人，57.1％)，

いくらか理解できた（38 人，38.8％），理解できなか

った（4 人，4.1％）であり，「心の健康を保つために

は」大いに役立つ（40 人，40.8％），いくらか役立つ

（52 人，53.1％），役立たない（6 人，3.2％）であっ

た(表２)。 

また，アンケートの自由記述からは，研修内容およ

び研修内容以外の部分でのご意見を多くいただいた。

主なものを表３にまとめた。研修内容に関しては，「消

防職員のメンタルヘルスの基礎的内容から実際に役立

つ」，「今後も継続研修してほしい」，「内容が一部難し

かった」との受講生の反応が得られた。一方，研修内

容以外の部分では，同時中継の会場から「講師の音声

が聞き取りにくい」，「スライド画面が見にくい」，「臨

場感が乏しい」などの指摘があった。また交代勤務の

関係から開催時刻・時間などを考慮してほしいという

意見もあった。 

 

Ⅳ 考察 
  

 近年，地震，火山噴火，集中豪雨，台風被害など多

くの自然災害発生に伴い，災害時医療や消防職員，警

察官，自衛隊，自治体職員，ボランティアなど様々な

支援が行われている。その中で被災者や支援者のメン

タルヘルス対策が喫緊の課題となっている。消防士な

ど消防署の職員は日頃より災害出動などストレスの大

きい職場であり，惨事ストレス対策の導入などが行わ

れている。今回，地方都市の消防署における職員のメ

ンタルヘルスについて紹介すると共に，消防職員を対

象に，メンタルヘルス対策講座を行った。 

研修会の内容としてまず，「第１回講座：メンタルヘ

ルス入門」では，精神保健の基本的考え方や精神的健

康，ストレス理論，ストレスチェック制度などについ

て概観した。消防職員にとって基本となるメンタルヘ

ルスの知識であった。特に精神的健康の定義や精神保

健の位置づけや重要性に関して知識を伝えることがで

きた。次に「第２回講座：災害とメンタルヘルス」で，

消防職の惨事ストレス，ＰＦＡ講座などについて解説

した。これらはまさに消防職員にとってのメンタルヘ

ルス対策の本質的な部分であり，必須の知識と考えら

れた。その際に，一部「良い対応例」「悪い対応例」の

動画視聴の実習も行ったことで，より実践的な内容に

なったと考えられる。最後に，「第３回講座：自殺予防」

として，自殺の現状と予防対策，ゲートキーパー養成

講座など，実際の消防の仕事現場で役に立つ基本的な

注意事項を徹底して研修を締めくくった。研修内容に

ついては，受講後のアンケートでは，全体的に理解で

きた人数は 9 割以上であり，役立つと考えた人数も 9

割以上であったことより，今回の講座は十分な教育的

効果があり，実際に行動変容を促すものであったと考

えられた。最終的に研修会の最初に提示した目的であ

る「精神的健康，惨事ストレス，ストレス対策などメ

ンタルヘルスの基本を身に着け，職場ストレスに対応

できる」消防職員の養成に資することができたものと

考えられる。 

しかし，一部で難しかったとか，わかりにくかった

という声があった。精神医学的な部分については，高

度な医学的素養が必要なものもあるので，できるだけ

基本的な内容から，徐々に段階的にステップアップす

るイメージで，丁寧な説明が必要である。またカリキ

ュラムも段階を追う形で組み込み，ついていけない人

数を減らす取り組みも必要と考えられた。 

今回の講座では開催時間が，朝 9 時から 10 時半まで

の 90 分間であったが，これは 3 交代制の職員の交代時

期でもあり，なるべく多くの参加者が集まる時間帯と

考えたからである。実際に全職員の半分近くとなる多

くの参加者を集めることができた。また曜日の違う日

に 3 回講座を行ったことで，ある回の講座に参加でき

ない場合でも，別の日の講座に参加することができた

ものと考える。しかしながら，アンケート結果からも，

交代の関係から参加できなかったという不満もあり，

改善の必要性があると考えられた。今後は，研修時間

の短縮や，同一の講座を複数日に開催するとか，講座

自体を動画で撮影しオンデマンドで全職員に放映する

など，開催時間に考慮したプログラムを検討したい。 

 次に，今回対面式の講座であったが，新型コロナウ

イルス感染症(COVID-19)対策で密を避けるため，参加

者は体温測定，マスク着用をお願いし，会場は椅子席

を通常の半分程度にして，ソーシャルディスタンスの

確保に努めた。隣同士で話し合う実習などは行わなか

った。しかしこれは特にコミュニケーションの実習な

どでは，不十分な結果に結び付きかねない。新型コロ

ナウイルスなど感染症の改善状況次第では，参加者同

士のロールプレイやシミュレーションなどの実習を行

いたいと考えている。 

さらに今回の連続講座では，主会場で対面式の講演

を行うと同時に，オンラインで中継する形で各消防署

とつなぐ形となった。アンケートでも声が上がったよ

うに，スライドが見えづらいとか講師の声が聞こえに

くいといった障害が発生した場所がある。また，中継

画面ゆえに臨場感がないとか，講師の顔がよく見えな

いとか，複数の問題点が挙げられた。オンライン(リア

ルタイム)での中継の実施の理由は，この時点では新型

コロナウイルス感染症対策であったが，今後感染症対

策を重要視せざるをえない状況では，オンライン講座

やオンデマンドタイプの講座研修会の開催を継続する

ことが求められる可能性がある。その際には，事前に

通信環境を吟味しておいて，良好な通信環境を維持す

ることが重要だと考える。また使用するオンライン会

議システム（Zoom, Microsoft Teams, Google Meets, 

Cisco Webex Meetings 等）によって仕様が異なるため，

会場と研修前に事前にテストして，ビデオ，スピーカ

ー，マイクが問題なく使用できるかテストしておくこ

とも必要になると考える。また講師はカメラを見て話

す。笑顔をこころがける，表情や身振り手振りを大き
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くすること。意識的にゆっくり話すことで参加者の理

解を得やすくなるものと考える。これらも今後の検討

課題に上ると考えられた。 

 今後，さらに消防職員のメンタルヘルス向上を目指

し，専門的知識の伝授にとどまらず，ロールプレイや

シミユレーションを用いたカリキュラムを作成し，そ

れを基にした高度で実践的な研修を継続的に行い，ま

た常により効果的なオンライン研修を目指して，消防

職員のメンタルヘルス不調対策に貢献したいと考えて

いる。 
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